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3 マウスオペレーション環境
3.1 環境構築

Linuxのウィンドウ環境は X Window System と呼
ばれるプログラムによって提供されている.この環境の
利用を容易にするために, ウィンドウマネージャーとい
われるプログラムを使用している. ウィンドウマネー
ジャーに qvwm [2] を使った.これはWindows98の外
観と操作体系に非常に似ており従来の操作環境からの
移行がしやすいためである.

Linuxはマルチユーザーで利用されることを想定さ
れているため, システムを変更することなく 各ユーザ
毎に使用環境を設定することができる. また Linuxの
特徴のもう一つとして環境設定がドットファイルと言
うテキストファイルで行われることが挙げられる. そ
のため,環境設定ファイルを単純にコピーすることだけ
で環境設定ができるため多くの項目についても短時間
に準備でき, また,全てのユーザーに確実に同じ環境を
提供できる.
そのため あらかじめいくつかのファイルを用意して
おき, そのファイルを単純にコピーするだけで,各ユー
ザーの環境設定ができた.

3.2 メニューアプリケーション

実際の演習での画像作成の流れは

1. シーンファイルとよばれるテキストファイルにプ
ログラム言語のように命令を書き

2. そのシーンファイルから POV-Rayによって画像
を生成 (レンダリング)し

3. 必要に応じて画像をあらためて開く

という繰り返しとなる. シーンファイルの編集にはgedit
というソフトウェアを使う.
この「POV-Rayによりレンダリングを行い 必要に
応じて画像ファイルを表示する」という一連の作業を
マウスのみで行えるようにするため,Tcl/Tk [3] を用い
図 1 のようなメニューアプリケーションを作成した.

Tcl/Tkの実行環境は Linuxではほぼ標準的に用意
されており, 実行環境が各種 OSで用意されているた
め,Tcl/Tkによるアプリケーションは非常に移植性が
高いことと, Tcl/Tkはスクリプト言語であるため,コ
ンパイルの必要がなく任意の機能をすぐにメニューア
プリケーションに組み込めることから, Tcl/Tkによっ
てこのアプリケーションを作成した.

図 1: メニューアプリケーション

このアプリケーションによって,課題遂行の大部分を
マウスのみで行うことができるようになった.

4 課題提出システム

4.1 背景

本校のカリキュラムでは全学科の 1年生で情報リテ
ラシーという教科 (またはそれに相当する科目)があり
2年生になった時点ではWebブラウズができるという
指導が行われている.

本演習の課題提示はWebページによって行われてお
り, 課題提出をWebページから行うことによってファ
イルの管理が そのシステムによって一元的にできるよ
うになり, 取り扱いがしやすくなる.

そのため 学生がWebブラウザから課題を提出する
システムを作成した.

4.2 作成したシステムについて

Webブラウザでのアクセスは一般的には匿名である
ため,システムの立場からはどのユーザーがアクセスし
ているのか分かるものではない.課題の提出を受け取る
というシステムのため,アクセスするユーザがどのユー
ザであるかシステムが分からなくてはいけない.また,
なりすまし等を防ぐためにも 確実に個人の判別ができ
なくてはいけない.そのために,本校で導入されている
LDAP を認証に使い,個人を判別することとした.

－　78　－

釧路工業高等専門学校紀要第38号（平成16年）

－　78　－ －　79　－

釧路工業高等専門学校紀要第38号（平成16年）



4.3 システム概要

Linuxをインストールした PCを用意し,その PC上
で Apache [4]によって httpサーバを立ち上げること
とした.その上で各ユーザー名のディレクトリを作り,
各ユーザーが それぞれ自分のユーザー名のディレクト
リにアクセスできるように認証をかけた.

ApacheはWebサーバソフトウェアであり,オープ
ンソースで開発が行われており,モジュールといわれる
追加ソフトウェアによって機能を追加できる.

認証には Apache で auth ldap モジュール [5] を使
い,各ディレクトリ毎に認証をかけた. 課題の提出には
Perl のCGI.pmモジュール [6] を使ったCGIプログラ
ムを作成し, 学生自身によってファイルをアップロード
できるような提出ホームページを作成した.

Perlとは プログラミング言語の一種類であり 強力
な正規表現を持ちテキスト処理に優れているためWeb
プログラミングで良く使われる プログラミング言語で
ある.

なお,ホームページにアクセスする学生が情報工学科
の学生だけではないため, できる限り不必要なメニュー
を排除し,アクセスやすいページを作成した. (図 2)

図 2: 提出ホームページ

このシステムによって ファイルをデジタルデータの
まま 扱うため, 必要以上に印刷をする必要がなくなる
だけでなく, 課題提示とともにWebを利用することに
よって, ファイルを一元的に扱え,管理の手間が減るこ
とが期待できる.

また学生自身によってファイル提出をし, その提出
状況 をWebブラウザ上から 自身で確認できることか

ら, 自分の提出物を以後の課題遂行のための参考とす
ることもできるという効果もある.

5 おわりに
以上の事より,当初の目標であった情報基礎実験室で
の創造工学の課題遂行ができるようになった.
創造工学のための環境構築によって, シーンファイル
の編集とログイン時のみ以外では, マウスのみで シー
ンファイルのレンダリングや課題の提出など必要な操
作ができるようになった.
課題提出システムについては,該当ユーザー名のディ
レクトリを作ることによって大きな修正を必要とせず
に,他の教科のみならず創造工学のような学科をまたい
だ演習にも利用ができる.
将来的にはWebdav を利用したシステムへの移行が
できたらと考える.
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